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Nn≦ のとき 0)( ≦nf  で、単調減少。 Nn≧ のとき 0)( ≧nf  で、単調増加。 

N が平方数であるとき、 )(nf は Nn  で最小値 N2 をとる。 

N が平方数ではないとき、 )(nf は nが N を超えない最大の約数であるか、 N を超える最小の約数である

とき、最小値をとる。 
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 ……(答) 

 

(2) 

7532!7 24 N  

このとき 2322 326323532 N であり、 7232 23  は N の約数である。 

71は素数であり、 N の約数ではない。 N 356275270 であり、70は N の約数である。 

したがって、 )(nf は 70n か 72n で最小となる。 

142727032752)72()70( 23  ff  最小値は )72,70(142  n  ……(答) 


